
２
０
２
３
年
６
月
９
日
、
わ
が
国
の
開
発
協
力
政

策
の
根
幹
と
な
る
新
た
な
開
発
協
力
大
綱
を
閣
議
決

定
し
た
。
２
０
１
５
年
以
来
８
年
ぶ
り
の
改
定
で
あ

る
。１

９
９
２
年
以
降
、
２
０
０
３
年
、
２
０
１
５
年

と
改
定
さ
れ
て
き
た
大
綱
を
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改

定
し
た
背
景
に
は
、
今
日
、
国
際
社
会
が
ま
さ
に
歴

史
的
な
転
換
期
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
国
際
社
会
は
複
合
的
危
機（
①
気
候
変
動
や

感
染
症
等
の
地
球
規
模
課
題
の
深
刻
化
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

〈
持
続
可
能
な
開
発
目
標
〉達
成
の
遅
れ
、
②
既
存
の

国
際
秩
序
へ
の
重
大
な
挑
戦
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
含
む
分
断
リ
ス
ク
の
深
刻
化
、
③
こ
れ
ら
が
連
動

し
た
途
上
国
経
済
へ
の
打
撃
や
人
道
危
機
の
発
生
な

ど
）に
直
面
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
危
機
の
克
服
の

た
め
、
開
発
協
力
の
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
途
上
国
で
債
務
問
題
が
深
刻
化
す

る
な
ど
、
国
際
社
会
全
体
で
よ
り
透
明
か
つ
公
正
な

ル
ー
ル
に
基
づ
く
開
発
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
民
間
資
金
の
流
入
が
政
府
開
発
援
助（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）を
含
む
公
的
資
金
を
大
き
く
し
の
ぐ
中
で
、

民
間
企
業
や
国
際
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
ア

ク
タ
ー
と
の
連
携
や
新
た
な
資
金
動
員
を
通
じ
て
、

開
発
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
今
後
お
お
む
ね
10
年

を
見
据
え
た
わ
が
国
開
発
協
力
の
方
向
性
を
示
し
た

の
が
、
新
た
な
開
発
協
力
大
綱（
以
下
、「
新
大
綱
」）

で
あ
る
。
新
大
綱
の
も
と
で
、
わ
が
国
は
今
後
、
開

発
途
上
国
へ
の
関
与
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

外
交
の
最
も
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
開
発
協

力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
・
戦
略
的
に
活
用
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

⑴
基
本
方
針

新
大
綱
で
は
、
新
た
な
時
代
の
「
人
間
の
安
全
保

障
」
を
指
導
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
が
尊
厳
を
も
っ
て
幸
福
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
個
人
の
保
護
と
能
力
強
化
と
い

っ
た
「
人
へ
の
投
資
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
複

合
的
危
機
の
も
と
で
諸
課
題
が
複
雑
に
交
錯
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
様
々
な
主
体
間

の
「
連
帯
」
を
柱
に
据
え
た
。

外
務
省
国
際
協
力
局
長

遠えんど
う藤
和かずや
也

新
た
な
開
発
協
力
大
綱
の
背
景
お
よ
び
概
要
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特集 これからの開発協力のあり方

ま
た
、
明
確
な
解
決
策
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
新

た
な
諸
課
題
が
山
積
す
る
時
代
に
お
い
て
、
開
発
途

上
国
を
中
核
と
す
る
様
々
な
国
・
地
域
を
巻
き
込
み
、

新
た
な
解
決
策
や
社
会
的
価
値
を
共
に
創
り
上
げ
る

と
い
う
「
共
創
」
を
新
た
に
掲
げ
た
。
途
上
国
と
の

「
共
創
」
に
よ
り
、
新
た
な
解
決
策
等
を
わ
が
国
に

も
還
流
さ
せ
、
わ
が
国
と
開
発
途
上
国
の
次
世
代
を

担
う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
自

身
の
経
済
・
社
会
課
題
の
解
決
や
経
済
成
長
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

⑵
重
点
政
策

複
合
的
危
機
の
時
代
に
お
け
る
開
発
途
上
国
へ
の

一
層
の
関
与
強
化
の
観
点
を
踏
ま
え
、
①
新
し
い
時

代
の
「
質
の
高
い
成
長
」
と
そ
れ
を
通
じ
た
貧
困
撲

滅
、②
平
和
で
安
全
、安
定
し
た
社
会
の
実
現
、法
の

支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維

持・強
化
、③
地
球
規
模
課
題
へ
の
国
際
的
取
り
組
み

の
主
導
─
の
三
つ
を
重
点
政
策
と
し
て
掲
げ
た
。

第
一
に
、
複
合
的
危
機
の
時
代
に
お
い
て
「
質
の

高
い
成
長
」、
す
な
わ
ち
「
包
摂
性
」（
＝
成
長
の
果

実
が
社
会
全
体
に
行
き
渡
る
こ
と
）と
「
持
続
可
能

性
」（
＝
世
代
を
超
え
経
済
・
社
会
・
環
境
が
調
和

す
る
こ
と
）、「
強
靭
性
」（
＝
様
々
な
シ
ョ
ッ
ク
へ

の
耐
性
お
よ
び
回
復
力
に
富
ん
で
い
る
こ
と
）を
兼

ね
備
え
た
成
長
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
経
済
成
長
の
基
礎
・
原
動
力
確
保
の
た
め

の
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
今
日
途
上
国
が
直
面
す

る
課
題
で
あ
る
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
な

ど
経
済
社
会
の
自
律
性
・
強
靭
性
の
強
化
や
、
デ
ジ

タ
ル
な
ど
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
途
上
国
の
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
需
要

を
踏
ま
え
、
安
全
管
理
、
防
災
・
強
靭
化
技
術
、
気

候
変
動
・
環
境
へ
の
対
応
と
い
っ
た
技
術
力
・
知
見

を
活
か
し
た
ハ
ー
ド
面
で
の
協
力
と
、
制
度
整
備
や

運
営
・
維
持
管
理
へ
の
関
与
、
人
材
育
成
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
で
の
協
力
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
協
力
し
て
い
く
。

第
二
に
、
途
上
国
の
社
会
の
平
和
・
安
全
・
安
定

は
こ
う
し
た
「
質
の
高
い
成
長
」
の
前
提
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
社
会
の
安
定
等
に
資
す
る
法
制
度
整
備
支

援
、
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
、
人
道
支
援
・

平
和
構
築
、
海
洋
保
安
能
力
の
強
化
等
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
途
上
国
が
力
や

威
圧
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
経
済
成
長
の
果
実

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で

開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維
持
・
強
化
に
途
上
国
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
三
に
、
気
候
変
動
や
保
健
な
ど
深
刻
化
す
る
地

球
規
模
の
課
題
は
、
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
途
上
国
・

地
域
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
あ
る
。
ま
た

「
質
の
高
い
成
長
」
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

複
合
的
危
機
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
加
速
化
を
行
っ
て
い
く
。
特
に
、
気

候
変
動（
途
上
国
に
よ
る
緩
和
・
適
応
能
力
の
向

上
）・
環
境
、
保
健（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ〈
Ｕ
Ｈ
Ｃ
〉の
推
進
）、
防
災
、
教
育
と
い

っ
た
分
野
の
取
り
組
み
を
加
速
化
す
る
。
ま
た
、
２

０
３
０
年
以
降
の
開
発
目
標
に
関
す
る
国
際
的
な
議

論
に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
。

⑶
実
施

こ
れ
ら
の
重
点
政
策
等
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く

た
め
、
①
様
々
な
主
体
と
の
「
共
創
」
に
よ
る
開
発

効
果
の
最
大
化
、
②
オ
フ
ァ
ー
型
協
力（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）等
に
よ
る
戦
略
性
の
強
化
、
③
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
制

度
設
計
の
さ
ら
な
る
改
善
─
と
い
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

進
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示

し
た
。

第
一
の
様
々
な
主
体
と
の
「
共
創
」
に
つ
い
て
は
、

民
間
企
業
、
公
的
金
融
機
関
等
、
他
の
ド
ナ
ー
、
国

際
機
関
・
国
際
開
発
金
融
機
関（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
ｓ
）な
ど
、

様
々
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
帯
の
強
化
を
示
し
た
。

特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
に
よ
り
経
済
・
環
境
・
社
会

の
課
題
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
で
、
民
間
企
業
の
取
り
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組
み
が
開
発
課
題
の
解
決
と
途
上
国
の
持
続
的
成
長

に
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
民
間
資
金
の
動
員
を
促
進
す
る
と
と
も
に

官
民
の
資
金
が
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生
む
新
た
な
Ｏ
Ｄ

Ａ
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
海
外
投
融
資

を
は
じ
め
と
す
る
公
的
資
金
の
戦
略
的
活
用
を
通
じ
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
な
ど
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
金
融（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）を

後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
の
人
材
育
成

や
法
制
度
整
備
支
援
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な

ど
に
努
め
て
い
く
。

第
二
に
、
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
等
に
よ
る
戦
略
性
の

強
化
で
あ
る
。
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
と
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

中
核
と
し
つ
つ
、
日
本
の
開
発
協
力
の
強
み
を
活
か

し
た
魅
力
的
な
協
力
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
提
案
し
、

相
手
国
と
の
対
話
と
協
働
を
通
じ
て
案
件
形
成
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
外
交
政
策
を
踏
ま
え
て
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
係
る
資
源
と
人
材
を
集
中
的
に
投
下
し
、

戦
略
的
に
取
り
組
む
分
野
を
選
定
・
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
案
件
実
施
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
主
体
の

力
・
技
術
協
力
の
活
用
に
よ
る
一
層
の
関
与
強
化
、

緊
急
人
道
支
援
の
支
援
手
法
の
改
善
、
民
間
に
合
わ

せ
た
意
思
決
定
の
迅
速
化
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

特
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
あ
た
っ
て
は
迅
速
性

が
重
要
で
あ
る
。
無
償
資
金
協
力
に
つ
い
て
、
案
件

形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
合
理
化
す
る
こ
と
で
期
間
短
縮

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
技
術
協
力
に
つ
い
て
は
、

国
際
情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
年
央
採
択
な
ど
を
通
じ

た
機
動
的
な
採
択
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

対
立
と
協
力
の
様
相
が
複
雑
に
絡
み
合
う
今
日
の

国
際
関
係
の
中
で
、
新
大
綱
は
、
わ
が
国
が
開
発
協

力
を
通
じ
、
平
和
国
家
、
そ
し
て
責
任
あ
る
主
要
国

と
し
て
、
国
際
社
会
の
協
力
を
力
強
く
牽
引
し
て
い

く
姿
勢
を
国
内
外
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
政

府
・
外
務
省
と
し
て
、
複
合
的
危
機
を
克
服
す
べ
く
、

新
大
綱
を
わ
が
国
開
発
協
力
に
「
実
装
」
さ
せ
、
開

発
途
上
国
へ
の
関
与
を
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
際
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
開

発
課
題
の
解
決
や
途
上
国
の
持
続
可
能
な
成
長
と
民

間
企
業
が
果
た
す
役
割
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
を
は
じ

め
、
新
大
綱
の
も
と
で
官
民
連
携
を
一
層
強
化
し
て

い
き
た
い
。

案
件
参
画
を
促
す
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
い
る（
図
表
参
照
）。
こ
れ

に
よ
り
、
わ
が
国
開
発
協
力
の
能

動
性
・
戦
略
性
を
高
め
、
開
発
途

上
国
の
課
題
解
決
と
同
時
に
、
わ

が
国
の
経
済
成
長
な
ど
に
も
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

第
三
に
、「
柔
軟
性
・
効
率
性
」

と
「
迅
速
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
、
わ
が
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
制
度
改

善
で
あ
る
。
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
に

よ
る
包
括
的
な
協
力
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
提
案
や
、
所
得
水
準
が
相
対
的

に
高
い
国
々
へ
の
無
償
資
金
協

相手国との対話・協働
（政策協議等）

様々な主体との連携（知見・資源と人材）

民間企業 公的金融機関等

国際機関等 他ドナー 市民社会

地方自治体 大学・研究機関

【相手国側】
相手国政府・実施機関等

【ODA事業】
・開発協力目標
・開発シナリオ
・協力メニュー

【日本側】
日本政府・国際協力機構（JICA）等

提案

フィードバック

要請

図表 オファー型協力（イメージ図）

出所：外務省「開発協力大綱」
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